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要旨
保育学生の就職先の選択に影響を与えうる一つの要因として、充実した実習での学びの機会があ
る。今回、短期大学における施設保育士養成の一つの機会として、実習本番の学びを充実させるた
めの事前指導について検討した。まず「改訂　児童養護施設の研修体系―人材育成のための指針」「入
職前職員」の研修内容及び「保育実習指導のミニマムスタンダードVer2 保育実習Ⅲの目標及び内容」
を参考に 6つの学習要素を設定した。
次に設定した内容で講義を行い、終了後、学生にアンケート調査を実施した。その結果 8割の学
生が保育実習Ⅲや施設への就職に向けて意欲が高まったと回答し、事前指導内容の検討は施設保育
士養成の一つとして一定の成果が得られた。しかし、設定した学習要素の中には、養成校内での学
習では、実感的理解についての困難さもあり、今後、養成校と社会的養護現場との連携を行うといっ
た教授方法の改善の必要性が示唆された。

キーワード：施設保育士養成、保育実習指導Ⅲ、保育実習Ⅲ、施設保育士の専門性

1．研究背景
児童養護施設をはじめとして、多くの社会的
養護施設では、慢性的な職員不足の状態が続い
ている施設が多い。その要因は、社会的な認知
度が低いこと、宿直等の宿泊を伴う勤務や断続
勤務といった労働条件が変則的なこと、あるい
は精神的にも肉体的にも負荷が大きい等様々な
要因が考えられる。実際に、社会的養護に関連
する講義を受けて社会的養護分野に関心を深く
抱く学生も少なくない。しかし、そうした学生
が施設へ就職を希望するかは別問題である。こ
のように就職を希望する者の全体数が限られ、
人員不足が続けば、職員一人ひとりへの負担も

増す。社会的養護に携わる職業は、本来、子ど
もやその家庭の自立を支援するという、職業と
しての意義深さややりがいが大きくある。職員
不足は、現場で働く個々の職員のモチベーショ
ンを下げ、離職率の増加といった悪循環に陥り
かねず、結果として子どもの安定した生活が揺
らぎかねず、施設現場にとっては大きな課題の
一つである。
加えて保育士養成においても、児童養護施設
等の社会的養護施設に対する認知度は高いとは
言えない。保育士養成校に入学する学生につい
て、宮崎他（2008）は、「保育士は保育所にお
ける保育士というイメージが圧倒的に多く、就
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職の第 1希望は、保育園、幼稚園と考えられ、
大学入学時から施設への希望を持っている学生
は少ない」1）としている。
こうした傾向は、保育士養成校の就職先の状
況からも伺える。例えば、平成 27 年度第 3回
保育士等確保対策検討会の厚労省資料による
と、2014 年度末に保育士資格を取得した者の
数は、大学が 11,452 人、短大が 25,358 人,専修
学校が 4,948 人であった。そのうち、保育所以
外の児童福祉施設に就職した者は大学が 491 人
（4.3％）、短大が 777 人（3.1％）、専修学校が
285 人（5.8％）といずれも一桁の割合となって
いる 2）。
このような背景から、厚生労働省でも「令和
4年度社会的養護魅力発信等事業」の実施に動
く等、人員確保に向けた取り組みが進められて
いる 3）。
また、児童養護施設をはじめとした社会的養
護施設の人材確保という課題に向け、各養成校
でも様々な取り組みが行われている。
例えば、杉山（2013）は、2013 年に児童養
護施設職員との共同で「社会的養護人財養成研
究会を発足して様々取り組みをしている。また、
2016 年 9 月には養成校教員などと共に「一般
社団法人児童養護応援団」を設立し研修会を開
催する等、人材確保や施設保育士の育成に尽力
している。
こうした活動を通して、杉山（2018）は、「施
設保育士の魅力を伝え、学生に関心を抱かせる
難しさがあり、教員のスキルアップが求められ
る」ことや「施設に対して関心を抱かせた学生
を就職に導くためには、施設での実習が与える
影響は大きい」4）ことを指摘している。
また、実習やインターンシップの重要性につ
いて上村（2016）は、児童養護施設におけるイ
ンターンを行い、その有用性を明らかにしてい
る 5）。
以上のことから、保育士養成校における施設
保育士の育成や人材確保に向けた取り組みの必
要性は、社会的養護を必要とする子どもの支援

の質を担保する上でもとても大きな意義があ
る。
一方で、保育士養成は、筆者が所属する短期
大学においても行われている。周知の通り保育
者養成の短期大学は、二年間で幼稚園教諭二種
免許と保育士の両資格を取得して保育現場や社
会的養護の現場に出る。短い期間での資格取得
は、学生にとってメリットがある一方で、4年
制大学と比較してタイトな学習や実習のスケ
ジュールをこなしていかなければならず、先述
したインターンシップへの参加等困難になりか
ねない。
実際に、筆者の所属する短大においても、東
京都社会福祉協議会児童部会等が開催する児童
養護施設の見学会や説明会の告知をしても、参
加したいという思いがありながら保育実習や教
育実習、定期試験、補講への参加、あるいは土
曜日の集中講義への出席等とスケジュールが重
なって参加を断念した学生もいた。
ただ、過密なスケジュールの中でも決して、
施設でのインターンシップや見学等現場に触れ
ることができないわけではなく、実際に施設の
主催する数か月間にわたるインターンシップに
参加する学生がいることも事実ではある。しか
し、養成校での学校生活に加えてこうした活動
への参加に、負担が大きいことは否めない。
そこで、本研究では、保育実習Ⅲを選択した
学生が履修する「保育実習指導Ⅲ」の保育実習
Ⅲに向けた事前指導の講義内容に焦点を当て
る。言うまでもなく保育実習の機会は、学生の
進路選択にも大きな影響を及ぼす。実際に大和
田他（2014）も「施設実習という体験的な学び
を通して施設保育士を認識し、実習を通して援
助者としての「保育士」への意識が変容する学
生が多く見られる」6）ことを指摘している。こ
の指摘は、橋本（2013）の「施設実習は、学生
が保育士の幅広い専門性を理解する体験であ
り、職業選択として施設で働く保育士をイメー
ジする重要な機会である」7）という点とも一致
する。
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さらに先述した杉山（2018）の「施設に対し
て関心を抱かせた学生を就職に導くためには、
施設での実習が与える影響は大きい」こととも
重なる。
これらのことに加え、保育実習Ⅲは、学生が
進路選択を踏まえた上で保育実習Ⅱとどちらか
を選択して履修するという性格の科目でもあ
る。従って、社会的養護に関心が高い学生が保
育実習Ⅲを履修し、その実習本番に向けた事前
指導がより充実したもので、学生の有意義な実
習体験により多く活かされるのであれば、進路
選択にもある程度の影響を及ぼすのではないか
と考える。
加えて、「充実した実習体験」ということで
言えば保育士養成における「施設保育士の専門
性」の獲得という点にもつながる。すなわち、
施設保育士の専門性について保育士養成カリ
キュラムの講義の中でも意識的に取り入れ、実
習に活かすことでより深い学びにつながる。
ただ、この「施設保育士の専門性」について、
これまで明確な定義はなく、また「保育所と保
育所以外の児童福祉施設等の保育士の専門性の
違いの有無」といったことも明確化されていな
い。青木・奥（2021）は、「施設保育士の専門性」
について、「専門職として必要な知識、技術、
倫理観といった 3つの柱は、専門職として当然
備えないといけない能力の中核、つまり専門性
の根拠であると位置づけられる」とし、この点
について「養成校と施設現場との養成方向に一
致が見られると、施設現場での就職を考え、就
職後もその能力がいかんなく発揮することがで
きる」としている 8）。
無論、知識・技術・倫理観は、保育士業務の
ケアワーク、ソーシャルワークの二つにつなが
るものと考えられるが、短期大学の養成校学生
に対して、具体的にどのような学習内容を提供
するかは整理する必要がある。
そこで、今回、保育実習Ⅲ前の事前指導とし
て位置づけられている「保育実習指導Ⅲ」の講
義内容について、こうした「施設保育士の専門

性」ということも参考に、短期大学における保
育実習Ⅲを充実した学習機会とするために必要
な学習内容を整理することを試みる。

2．研究目的と方法
（1）研究目的
本研究は、短期大学の施設保育士養成のあり
方の一つとして、就職に影響を与えうる保育実
習Ⅲにおいて、事前指導の学習機会となる保育
実習指導Ⅲの講義内容について検討することを
目的とする。ただ、これは実習体験の充実に向
けた短期大学における事前指導の内容の検討で
あり、保育実習指導Ⅲの内容をそのまま施設へ
の就職へと結びつけていこうとする試みではな
い。あくまで充実した事前学習の学びや実習体
験から生まれる結果として、保育士養成校学生
が自発的に施設保育士を志向するという過程に
おける一つの取り組みであることは付言して、
短期大学における一つの事例として提示してい
くことを目的とする。

（2）研究方法
初めに講義内容について、「施設保育士の専
門性」ということを参考に全国児童養護施設協
議会の「改訂児童養護施設の研修体系―人材育
成のための指針」9）に示されている 6階層の育
成レベルから「入職前職員」の研修内容を取り
入れた表 1参照。重ねて、「保育実習指導のミニ
マムスタンダードVer2」に提示されている「保
育実習Ⅲの目標及び内容」表2 の内容 10）を踏ま
え「保育実習指導Ⅲ」の講義内容について整理
した表3。
次に講義を受講して、講義内容が「保育実習
Ⅲに活かせるか否か」について、アンケート調
査を実施した。

3．倫理的配慮
講義時間内において、アンケート調査を実施
するにあたり、本アンケートは、①成績評価と
は一切関係がないこと、②本講義について、今
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表1　入職前職員研修内容

領　域 入職前職員
①人材育成の基本 ・日本の児童福祉の概況と社会的養護の概況を知る。

・児童養護施設の現状と課題について理解する。
・人材育成の重要性を知る。
・SVを受けることの意義を理解する。

②資質と倫理 ・心身の健康について理解し、自分自身の健康管理ができる。
・ 基本的な生活を営むためのスキル（食事 ,洗濯 ,掃除 ,その他）の習慣。
・基本的な社会的スキル（接遇など）の理解。
・自分の個性や特技を理解し、子どもとの関わりに活かすことができる。

③資質と倫理 ・心身の健康について理解し、自分自身の健康管理ができる。
・ 基本的な生活を営むためのスキル（食事 ,洗濯 ,掃除 ,その他）の習慣。
・基本的な社会的スキル（接遇など）の理解。
・自分の個性や特技を理解し、子どもとの関わりに活かすことができる。

④子どもの権利擁護 ・子どもの権利擁護について理解する。
・子どもに対する不当な扱いについて理解する。
・守秘義務と必要な情報共有について理解する。

⑤知識 ・子どもの権利条約。
・社会的養護の基盤となる法制度。
・身体的発育について。
・心的発達について。
・家族に関する理論。
・生活の営みに関する基本的な知識。
・社会的養護の現状等に関する基本的な知識。
・生涯発達についての李問屋知識。

⑥子どもの支援技術 ・健康的な生活の営みについて基本的な技術を身につける。㋐
・傾聴、共感、肯定的評価など基本的姿勢を理解する。㋑
・アセスメントの意義について理解する。㋒
・カンファレンスの意義について理解する。㋓

⑦ チームアプローチと機関
協働

・チームアプローチについて理解する。㋔
・社会的養護に携わる専門職について理解する。㋕
・児相を中心に社会的養護と連携する機関について理解する。㋖

⑧家族支援 ・家族に対する基本的な対応を身につける。㋗
⑨ 里親・ファミリーホーム
支援

・家庭養護について理解する。㋘
・里親制度について理解する。㋙

表2「保育実習指導のミニマムスタンダードVer2 保育実習Ⅲの目標及び内容」

＜目標＞
1．�既習の教科目や保育実習の経験を踏まえ、児童福祉施設等（保育所以外）の役割や機能につい
て実践を通して、理解する。

2．�家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉、社会的養護、障害児支援に対する理解をも
とに、保護者支援、家庭支援のための知識、技術、判断力を習得する。

3．�保育士の業務内容や職業倫理について具体的な実践に結びつけて理解する。
4．�実習における自己の課題を理解する。
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＜内容＞
1．�児童福祉施設等（保育所以外）の役割と機能　㋚
2．�施設における支援の実際
　（1）受容し、共感する態度　㋛
　（2）個人差や生活環境に伴う子ども（利用者）のニーズの把握と子ども理解　㋜
　（3）個別支援計画の作成と実践　㋝
　（4）子ども（利用者）の家族への支援と対応　㋞
　（5）各施設における多様な専門職との連携・協働　㋟
　（6）地域社会との連携・協働　㋠
3．�保育士の多様な業務と職業倫理　㋡
4．�保育士としての自己課題の明確化　㋢

表3実際の講義内容

回 講　義　内　容 項　目
1 オリエンテーション（スケジュール、目的、評価等説明、実習先希望調査、誓約書記入）
2 ワーキングチーム形成に向けた活動①（PAの手法を用いたグループワーク）11） ㋔
3 ワーキングチーム形成に向けた活動②（新聞記事の親ってなんだろうという問いに対
する子どもの実際の声について、各学生の捉え方について発表・ディスカッション）12）

㋓㋔㋜

4 ・対人援助の基礎Ⅰ（ラポールの形成を促す傾聴姿勢の重要性）　
（気持ちが伝わった時のうれしさと伝わらない時の子どもの歯がゆさ等を体感）13）

㋑㋛

5 ・対人援助の基礎Ⅰ（3段階の聴き方）14）　
（面談時の適切な座り方から、笑顔、優しい雰囲気、うなずき等、具体的なプラスの
ストロークについて）
（無表情→すべて繰り返し→じっくり傾聴の 3段階で相手の話しを聴く演習を行い、
相手の態度が話し手に与える影響について体感）

㋑㋛

6 ・対人援助の基礎Ⅱ（具体的な傾聴技法）
（うなずき /あいづち /励まし /繰り返し /言い換え /閉じた質問・開いた質問 /感情の反
映 /要約等の傾聴技法について）15）

㋑㋛

7 対人援助の基礎Ⅲ（保護者支援の基本的対応）（受容や価値観の多様性、相手の思い
を受け止めることを体感）16）　　　

㋑㋛

8 児童心理治療施設動画視聴（動画視聴後の実際の支援の困難性に関するディスカッ
ション）

㋓㋜

9 保育実習Ⅰ（施設）事例カンファレンス（資料「SOSを受信すること」に基づくディ
スカッション）17）

㋓㋗㋞

10 児童自立支援計画書 /個別支援計画書の概要や策定方法（アセスメント方法から策定
の留意点についての解説）18）

㋒㋓㋝
㋞㋟

11 現場保育士の講話（社会的養護におけるケアワーク・ソーシャルワークの実際 /専門職：
里親支援の実際）

㋔㋕㋘
㋙㋟

12 社会自立に伴うリービングケア・アフターケアにおける関係機関との連携した支援に
おける課題解決事例検討

㋓㋖㋟
㋠

13 実習先の紹介（自己の実習先について及び自己の実習目標についてPPを用いて発表
する）

㋐㋕㋚
㋢

14 ・保育実習Ⅲ事前指導（事前オリや手続き）
記録について

15 実習反省報告会
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後より充実した講義内容を設定していくための
目的で行うものであること、③アンケート結果
を学会等で発表する予定である旨を説明した。
そして、回答の提出をもって承諾を得ることと
した。

4．結果と考察
（1）保育実習Ⅲに向け充実した学習内容の整理
2022 年度に実施する保育実習指導Ⅲの講義
内容について、「改訂　児童養護施設の研修体
系―人材育成のための指針」に示されている 6
階層の育成レベルのうち「入職前職員」の研修
内容表1 から、2年次までに本学で学習してきた
内容と重なる項目を除き、また特に保育実習Ⅲ
に直接的に関連する領域「⑤子どもの支援技術」
及び⑥チームアプローチと機関協働」、「⑦家族
支援」の項目を取り入れた（㋐～㋙）。重ねて「保
育実習指導のミニマムスタンダードVer2」に
提示されている「保育実習Ⅲの目標及び内
容」表2 を反映（㋚～㋢）させ、6つの学習要素
から構成する授業内容を作成した。その上で記
号を振った学習項目が何回目の講義で、反映し
ているかについて整理した表 3。第 1回目や 14
回目 15 回目のオリエンテーションや事前指導
等の内容は、本研究の主旨と異なるため除外し
た。
一つ目は①「チームアプローチ・チームワー
ク」といったチームワークの形成・チーム援助
の重要性である。2回目（4/19）、3回目（4/26）
は、その後の講義内で、活発な議論が行えるよ
う、チームワークの形成を目的とした。2回目
は体を動かしながらのグループワークを通し

て、3回目は子どもの言葉について、自分はど
う捉えたかということを新聞記事に掲載されて
いる子どもの具体的な言葉から想像し、ディス
カッションして、捉え方の違いを認識し相互尊
重する大切さを学習のねらいとした。
「施設保育士の専門性」を育む上で、①のチー
ムアプローチやそれを支えるチームワークは欠
かせない。また「チーム援助」という学習の視
点を持つことで保育実習Ⅲの現場での学びとし
ても不可欠である。施設現場において、チーム
ワークは、その環境で暮らす子どもにもよくも
悪くも影響を与えうる。
二つ目は、㋑㋛にある傾聴・受容といったラ
ポールの形成に向けた具体的な直接的援助技術
の習得（4回～ 7回目）である。この直接的援
助技術の習得は、バイスティックの 7原則にあ
る「意図的な感情表出」や「統制された情緒的
関与」、あるいは「非審判的態度」等すべての
原則の基盤を成す。
三つ目は、主に㋜にある「（2）個人差や生活
環境に伴う子ども（利用者）のニーズの把握と
子ども理解」である。これは 8回目の講義内容
となるが、本講義では、対象となる子どもは、
子ども虐待による心の傷を抱えた子どもであ
り、自立支援の一側面として児童心理治療施設
の生活の動画 19）を視聴して意見交換を行った。
感情のコントロールが難しい実際の子どもの姿
や、自立に向け継続して子どもに伴走する支援
者の姿は、支援の難しさやより専門的な知識、
さらには一伴走者としての根気をも必要とする
ことが深く理解できる内容である。
四つ目は、主に㋓㋞にあるカンファレンスに

＜授業内容を構成する 6つの学習要素＞
①チームアプローチ・チームワーク（2回目、3回目）
②ラポールの形成に向けた直接的援助技術の習得（4回～ 7回目）
③個人差や生活環境に伴う子どものニーズの把握と子ども理解（8回目）
④保護者への支援・対応（9回目）
⑤個別支援計画（10回目）
⑥専門職との連携した支援（11回目、12回目）
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おける問題の洗い出しも含めた「保護者への支
援・対応」についてである。9回目の講義では、
参考文献を用いて虐待加害者となる保護者への
支援についての学習を行った。
五つ目は、主に㋒㋓㋘㋚の要素が中心となる

「個別支援計画」の作成から実践である。10 回
目の講義では、児童自立支援計画書の策定につ
いて、支援計画の性格や計画内の項目の意味、
利用者主体の支援計画の作成の重要性、あるい
は策定上の作成者の留意点について等の学習を
行った。
六つ目は、㋕㋟㋠にある専門職について、あ
るいは多様な「専門職との連携した支援」につ
いてである。

（2）アンケート調査の結果と考察
1）回答者
筆者が所属する短期大学で、保育実習指導Ⅲ
及び保育実習Ⅲを履修した学生 10 名を対象と
した。本学では、学生が選択する保育実習Ⅱ・
Ⅲの履修について、保育実習Ⅲは基本的に保育
所以外の児童福祉施設等への就職を視野に入れ
ていることを要件として履修するよう説明して
いる。
保育実習Ⅲで希望する実習先の種別として
は、乳児院が 2名、児童養護施設が 8名であっ
た（うち 1名は、諸事情により児童発達支援事
業所で実習を行うこととなった）。アンケート
調査は、14回目の講義内で実施した。

2）質問項目
質問項目について以下に示す。また、各回の
講義内容について、学生の記憶が薄れているこ

とを考慮して、具体的な講義内容を振り返りな
がら回答できるよう「2022 年度前期保育実習
指導Ⅲ講義内容」を配布した。講義を欠席した
学生については、欠席した授業日について事前
に知らせ、その回の回答は無回答とした。

3）質問項目①回答結果
保育実習Ⅲに向けて各回の講義内容が、有意
義な内容で、実習中の学びに活かせる内容だっ
たと思うか否かについて 5件法で回答を求めた
（5：とてもそう思う、4：まあそう思う、3：どちらとも言え

ない、2：あまりそう思わない、1：全くそうおもわない）。
アンケート計結果について以下に示す表4。
各回において、概ね「授業内容が実習本番に
活かせる」という問いに対して高い評価の回答
が得られた。
アンケートの回答から、①「チームアプロー
チ・チームワーク」について、子どもの発する

　　〔質問項目〕
①�「2022 年度前期保育実習指導Ⅲ講義内容」を参考に各回の講義内容が、保育実習Ⅲに向けて有
意義な内容で、実習中に活かせる内容だと思いますか（5件法）。
②�保育実習指導Ⅲの講義を 14 回目まで受講して、保育実習Ⅲに臨むにあたり学習意欲は高まりま
したか（5件法）。
③保育実習指導Ⅲの講義を受講して、「施設への就職に関する関心」は高まりましたか（5件法）。

表4　各回の講義内容毎の学びの充実度回答数

回／評価 5 4 3 2 1

2回（4/19） 6 3

3回（4/26） 9

4回（4/26）5限 8 1

5回（5/10） 8 1 1

6回（5/17） 8 2

7回（5/17）5限 8 1

8回（5/24） 10

9回（5/31） 7 2 1

10回（6/28） 7 2

11回（7/5） 7 3

12回（7/12） 5 2 1

13回（7/19） 5 2 2
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言葉から、様々な内面を探るという機会、ある
いは自分の視点になかった他のメンバーの意見
や考えに対する気づき等、チームで話し合う大
切さを理解したものと思われる。そのため、学
生の反応も良く、8割以上の学生が実習に活か
せるかについて「とてもそう思う」と回答して
いる。
②「ラポールの形成に向けた直接的援助技術
の習得」について、本講義では、4回～ 7回目
に実施した。子どもや保護者との対話やコミュ
ニケーションで、具体的に支援者がラポールを
形成する上で必要な技術を駆使していることを
体感する内容である。例えば子どもが伝えづら
いと感じる場面において、ゆっくり相づちをう
つといったプラスのストロークを身に着ける演
習を実施した。学生も自分の表情や言動に意識
を払うといった気づきが伺えた。
③「個人差や生活環境に伴う子どものニーズ
の把握と子ども理解」について、学生にとって
は、社会的養護の厳しい現実でも実際の施設生
活を垣間見ることができる機会となり、全員が
実習に活かせるかについて「とてもそう思う」
と回答している。この点からも、学生の学習内
容への高い要望としては、現場の具体的・体験
的な学びが挙げられる。
④「保護者への支援・対応」についても保育
実習Ⅲでは、学びの視点の一つとして不可欠な
内容である。加害してしまう保護者の心境や、
子ども虐待の発生要因として、家族機能不全に
よって引き起こされるという背景を学ぶことが
学生も保護者理解につながる大切学びとして捉
えている様子が見受けられた。
⑤「個別支援計画」について保育実習Ⅲは、
支援計画について具体的に学ぶ機会であり、支
援計画を踏まえた日常の支援の意図やねらいを
理解するという側面から高い結果となってい
る。
⑥「専門職との連携した支援」は、現場で働
く専門職について、今回 11 回目の講義では、
実際に乳児院で里親支援をしている専門職の外

部講師を招いて講話を聞いた。また、12回目は、
事例を用いたソーシャルワークに関する学習で
あった。その中で具体的なリービングケア・ア
フターケアの過程において、課題に応じてどの
ような関係機関と連携して支援を行うか、ある
いは連携上の支援者の留意点について学習し
た。ただ、保育学生にとって、関係機関との連
携の大切さは理解しつつも、その重要性や実際
の課題の大きさといったことは把握しづらく、
回答結果からもそうした難しさが伺えた。　
以上、6つの要素に整理されたが、無論、保
育実習Ⅲに臨むにあたっての基本的な学習内
容、すなわち㋐や㋚について、あるいは㋡㋢と
いった職業倫理や自己の課題の明確化といった
ことはしっかりとこれまでの講義でその内容を
押さえての前提項目となる。保育士倫理綱領に
ついても他の科目でその重要性を学んでいる。
本講義では、13 回目に、学生が自らの実習先
について、種別や特徴的な支援内容、施設形態
その実習先にまつわる福祉的課題等について事
前学習したものを発表する機会とし、その後に
自己の実習目標を設定している。
その他、14 回目の講義は、エピソード記録
の書き方をはじめとして記録の記入について指
導した。
今回、「保育実習指導Ⅲ」の講義内容について、
6つの学習要素から整理した。①「チームアプ
ローチ・チームワーク」②「ラポールの形成に
向けた直接的援助技術の習得」、③「個人差や
生活環境に伴う子どものニーズの把握と子ども
理解」、④「保護者への支援・対応」について、
実際に保育実習Ⅲで直接的に活かせる内容と思
われる。しかし、⑤「個別支援計画」及び⑥「専
門職と連携した支援」については、養成校の教
授内容としては、様々な点から難しさがある。
青木・奥（2021）が言う「養成校と施設現場と
の養成方向に一致」という点では、養成校と現
場との明確な役割分担が求められるのではない
か。すなわち、学生の反応として、児童相談所
をはじめ心理職や医療機関、あるいは保健所や
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福祉事務所といった様々な専門職や関係機関が
あり、役割に応じて連携した支援を行っている
ことは理解できる。しかし、どのような時にそ
うした機関と連携すべきか、あるいはイニシア
チブをとるのはどちらかといった具体的な連携
した支援を行う上での留意点は、事例学習を通
しても実感的な理解にはつながりにくく、社会
的養護の現場でより実践的に力をつけていく内
容として学んでいくほうが良いのではないかと
考える。
また、こうした実習前に学生が学んだ具体的
な学習内容について、実習先となる施設とも共
有し、実習中の学習内容を精査することで、青
木・奥（2021）が言う「養成校と施設現場との
養成方向に一致」ということもより具体的に役
割分担ができていくのではないかと思われる。

4）質問項目②の回答結果
次に、保育実習指導Ⅲの講義を 14 回目まで
受講して、保育実習Ⅲに臨むにあたり学習意欲
の高まりについて、5件法（5：とてもそう思う、4：
まあそう思う、3：どちらとも言えない、2：あまりそう思わ

ない、1：全くそうおもわない）で回答を求めた表5。

5）質問項目③の回答結果
さらに保育実習指導Ⅲの講義を受講して、「施
設への就職に関する関心」は高まりについて、
5件法（5：とてもそう思う、4：まあそう思う、3：どちら
とも言えない、2：あまりそう思わない、1：全くそうおもわ

ない）で回答を求めた表6。
「施設保育士の専門性」という観点も含め、

充実した事前学習の学びや実習体験に役立つた
めの学習内容を反映した講義内容ということ
で、今回講義を実施したが、概ね良好な回答が
得られた。質問項目③の施設への就職に関する
関心の高まりについては、2名が「3.どちらと
も言えない」と回答している。これは、関心は
あるが、実際に就職を希望する施設での実習を
まだ経験していないことからの回答と考えられ
る。

5．まとめ
今回、「改訂　児童養護施設の研修体系―人
材育成のための指針」及び、「保育実習指導の
ミニマムスタンダードVer2」の「保育実習Ⅲ
の目標及び内容」を参考に保育実習指導Ⅲの講
義内容について設定し講義を実施した。その結
果、6つの学習要素（①チームアプローチ・チー
ムワーク、②ラポールの形成に向けた直接的援
助技術の習得、③子どものニーズの把握と子ど
も理解、④保護者への支援・対応、⑤個別支援
計画、⑥専門職との連携した支援）として整理
した。
次に整理した内容で授業を行い、その内容に
ついて学生にアンケート調査を実施した結果、
保育実習Ⅲや就職に向けて、8割以上の学生が
意欲が高まったと回答し、授業内容の検討は、
一定の成果が得られた。
この結果により、今後、より充実した保育実
習Ⅲでの学びを高めていくために、養成校での
具体的な学習内容を実習先の施設にも伝え、そ
の上で養成校と現場の具体的な役割分担を行う

表5　保育実習Ⅲに向けての意欲の高まり

項目 人数
5　とてもそう思う 9

4　まあそう思う 1

3　どちらとも言えない
2　あまりそう思わない
1　全くそう思わない

表6　施設への就職に関する関心の高まり

項目 人数
5　とてもそう思う 8

4　まあそう思う
3　どちらとも言えない 2

2　あまりそう思わない
1　全くそう思わない
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ことで、短期大学の施設保育士の養成を目指し
た学生の充実した学びを保障していくことにつ
ながると思われる。
従って、次の課題としては、①今回設定した
学習要素が、施設現場が考える内容も含め妥当
であるか、②どのように施設と連携していくか
という課題があり、今後明らかにするために具
体的に実習先と連携してこうした取り組みを強
化していきたい。そうすることで、学生の求め
る現場における直接的な体験に関する学習につ
いても、より充実したものになると思われる。
最後に、今回筆者は、アンケート調査を実施
した際に「なぜ社会的養護に関心を持ち、保育
実習Ⅲを履修したのか」という質問も行った。
その結果、「短期大学入学後に社会的養護Ⅰ等
の講義を受けて関心を持った」という回答が最
も多く（70％）、次いで「施設への就職を考え
ていた」（60％）の順であった。杉山（2018）は、
「施設保育士の魅力を伝え、学生に関心を抱か
せる難しさがあり、教員のスキルアップが求め
られる」としているが、今後もこうした講義内
容の検討や改善を積み重ねていく必要がある。
また、「施設保育士の専門性」を育むという
視点も、今後さらに吟味して定義や育むための
カリキュラム内容を検討することが求められ
る。こうした観点から、社会的養護分野での人
材育成に少しでも寄与し、子どもの安定した生
活を支えていく必要があると思われる。
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